
　
平
成
28
年
度
普
通
会
計
の
決
算

状
況
は
、小
中
学
校
非
構
造
部
材

耐
震
化
工
事
費
や
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
費
な
ど
の
普
通
建
設
事

業
費
の
増
に
よ
り
、歳
入
・
歳
出
と

も
に
増
額
と
な
り
ま
し
た
。歳
入

総
額
は
対
前
年
度
比
14
億
７
千
949

万
９
千
円
、7.0
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
225

億
７
千
812
万
円
、歳
出
総
額
は
対

前
年
度
比
14
億
５
千
226
万
３
千
円
、

7.2
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
217
億
４
千
710
万

２
千
円
で
、実
質
収
支
は
５
億
８
千

861
万
８
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。

　
地
方
債
借
入
残
高
は
、平
成
28

年
度
末
で
約
185
億
１
千
万
円
と
な

り
、対
前
年
度
比
約
５
億
１
千
万

円
、2.8
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
り
ま

し
た
。財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示

す
経
常
収
支
比
率
は
90.2
パ
ー
セ
ン
ト

で
対
前
年
度
比
2.6
ポ
イ
ン
ト
の
増

と
な
り
、公
債
費
負
担
の
健
全
度

を
示
す
実
質
公
債
費
比
率
は
、8.1
パ

ー
セ
ン
ト
で
対
前
年
度
比
1.9
ポ
イ
ン

ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
普
通
交
付
税
に
つ
き

ま
し
て
は
、対
前
年
度
比
２
億
８
千

744
万
円
、8.8
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な

り
ま
し
た
。ま
た
、臨
時
財
政
対
策

債
は
３
千
371
万
８
千
円
、4.8
パ
ー
セ

ン
ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
が
、合
計

で
は
２
億
５
千
372
万
２
千
円
の
大

　平山耕三市長は、９月８日開会の第３９７回市議会定
例会で各議案の提案説明に先立ち、「この度の市長選
挙におきまして、多くの市民の皆様のご支援を賜り南国
市の市政運営の重責を担わせていただくこととなりました。
３１年に及ぶ行政経験を活かし、今後４年間、市民の皆様
の期待に全力で応えていくとともに、全身全霊をかけて南
国市民の皆様に喜んでいただける市政推進に取り組ん
でまいります。
　私は新市長としまして、特に財政健全化を進める中で
も投資的事業を行うとともに、市民の負担軽減も実行に
移された橋詰前市長の事業を引き継ぎ、確実に推進して
いくことが、私に課された使命と考え、引き続きスピード感
を大切にし、市民の幸せのために全力を尽くす覚悟です。
　これからも活力ある南国市を維持していくためには、人
口減少に取り組んでいかなければなりません。その対策の
第一点目は、働く場の確保です。日章地区の工業団地の
整備や蛍が丘のオフィスパークセンター別棟の建築、また、
国営ほ場整備事業も同時に進めていかなければなりませ
ん。第二点目は、住む場所の確保です。平成３０年度予
定の開発許可等の権限移譲による市街化調整区域の
規制緩和で、市街化調整区域に少しでも住居を建てや
すくしたいと考えています。第三点目は、若い世代の子育
て支援です。保育所・保育園に通っている第２子の保育
料無料化や０歳児保育の拡大などを進めたいと考えてい
ます。第四点目は、南海トラフ地震対策等災害対策です。
保育所の非構造部材の耐震化や津波浸水区域にある

保育所の浸水区域外への移転などに取り組んでいきた
いと考えています。第五点目は、喜び、豊かさの感じられる
市民生活の実現で、大篠公民館、中央公民館の建て替
えに伴う複合施設の建設と、（株）海洋堂と連携したまち
づくりを推進したいと考えています。これらを基本に、第４
次南国市総合計画に基づき、豊かな自然と都市機能を
兼ね備えた、誰もに住みたいまちと思っていただけるよう、
「緑とまち笑顔あふれる南国市」の将来像に向けた取組
を着実に実行していきたいと思いますので、議員の皆様、
並びに市民の皆様の御理解と御協力をお願い申し上げ
ます。」と所信表明をしました。主要な施策と課題のあらま
しを紹介します。

　

　
高
知
中
央
広
域
定
住
自
立
圏
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
、平
成
30
年
度
か

ら
県
下
全
域
を
圏
域
と
す
る（
仮

称
）高
知
広
域
連
携
中
枢
都
市
圏

に
移
行
す
る
た
め
、高
知
市
を
中
心

市
と
し
て
平
成
30
年
３
月
に
連
携

協
定
を
締
結
す
る
よ
う
、県
内
全

市
町
村
と
と
も
に
協
議
を
進
め
て

い
ま
す
。

（
仮
称
）高
知
広
域
連
携
中
枢
都
市
圏

平
成
30
年
３
月
協
定
締
結
予
定

財
政
状
況

平
成
28
年
度
決
算

　
平
成
28
年
度
の
市
税
徴
収
実
績

は
、固
定
資
産
税
の
標
準
税
率
へ
の

変
更
や
市
た
ば
こ
税
等
の
減
収
が

あ
っ
た
も
の
の
、市
民
税
の
堅
調
な

推
移
も
あ
り
、徴
収
額
は
59
億
７

千
945
万
円
と
、前
年
度
実
績
と
比

較
し
て
８
千
797
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

市
税
徴
収
実
績

前
年
度
実
績
を
上
回
る

　
８
月
１
日
か
ら
公
的
年
金
を
受

け
取
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格

期
間
が
、現
行
の
25
年
か
ら
10
年
に

短
縮
さ
れ
ま
し
た
。制
度
改
正
に

伴
い
、新
た
に
年
金
受
給
権
を
得
る

方
々
に
対
し
ま
し
て
、年
金
請
求
手

続
き
な
ど
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ

う
、日
本
年
金
機
構
と
連
携
し
て
、

制
度
の
周
知
及
び
相
談
業
務
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

年
金
関
係

年
金
受
給
資
格
期
間
を
短
縮

　
平
成
28
年
度
か
ら
国
保
税
の
税

率
を
改
定
し
て
い
ま
す
が
、平
成
28

年
度
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

は
、歳
出
面
で
療
養
給
付
費
や
共

同
安
定
化
事
業
拠
出
金
が
予
想
を

下
回
っ
た
こ
と
、ま
た
、国
や
県
の
交

付
金
な
ど
の
歳
入
が
予
想
を
上
回
っ

国
民
健
康
保
険

国
保
財
政
状
況

　
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、高
齢
者

支
援
の
核
と
な
る
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
役
割
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

本
年
度
に
２
カ
所
目
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
予
定
し
、委

託
事
業
者
の
公
募
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、応
募
者
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
な
が
ら
、地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
、高
齢
者
支
援
体

制
の
充
実・強
化
は
必
要
で
す
の
で
、

引
き
続
き
検
討
を
進
め
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

引
き
続
き
２
カ
所
目
を
検
討

　
10
月
３
日
か
ら
の
本
格
的
事
業

開
始
に
向
け
、地
域
の
各
種
団
体
等

へ
の
事
業
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
、事
業
内
容
の
周
知
及
び

依
頼
会
員・援
助
会
員
の
募
集
に
取

り
組
み
ま
す
。

子
育
て
支
援

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業

　
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、条
例
で
定
め
る
面

積
基
準
や
児
童
数
基
準
と
併
せ
て
、

今
後
の
小
学
校
に
入
学
す
る
推
計

児
童
数
に
基
づ
き
、施
設
の
新
築・改

築
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。手
狭

な
施
設
と
な
っ
て
い
る
稲
生
小
学
校

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、７
月
よ
り

新
築
整
備
工
事
を
開
始
し
、11
月
末

竣
工
予
定
と
な
って
い
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
地
区
調
査
２
年
目
と
な
り
、本
年

度
中
に
整
備
す
る
農
地
の
範
囲
を

概
定
し
、関
係
受
益
者
か
ら
仮
同
意

徴
集
を
行
う
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、７
月
末
現
在
で
、全

体
で
の
本
事
業
の
同
意
率
は
64
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
り
、11
月
か
ら
の
仮
同

意
徴
集
に
着
手
す
る
た
め
に
は
、そ

れ
ま
で
に
90
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
同

意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

各
18
地
区
の
ほ
場
整
備
委
員
会
で
は
、

未
だ
同
意
の
得
ら
れ
て
い
な
い
地
権

者
の
方
々
を
精
力
的
に
訪
問
し
、同

意
取
得
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。市

と
し
ま
し
て
も
、国・県
等
の
関
係
機

関
と
と
も
に
、地
権
者
の
皆
様
に
本

事
業
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
い

同
意
が
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

国
営
ほ
場
整
備
事
業

同
意
取
得
に
取
り
組
む

　
中
心
市
街
地
で
は
、世
界
的
な

造
形
技
術
を
有
す
る
株
式
会
社
海

洋
堂
と
の
連
携
に
よ
り「
も
の
づ
く

り
」を
通
じ
た
地
域
振
興
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。今
後
、地
域
の
機

運
を
高
め
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
を

継
続
実
施
し
な
が
ら「
も
の
づ
く
り

」に
よ
る
地
域
活
性
化
の
拠
点
施

設
の
整
備
、も
の
づ
く
り・地
域
づ
く

り
人
材
の
育
成
な
ど「
も
の
づ
く
り

の
ま
ち
南
国
市
」に
向
け
た
取
組

を
進
め
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化

「
も
の
づ
く
り
」を
通
じ
た

地
域
振
興

　
開
発
許
可
の
権
限
移
譲
に
向
け

ま
し
て
、市
街
化
調
整
区
域
に
お
け

る
開
発
許
可
制
度
基
本
方
針
案
を

作
成
後
、５
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
や
住
民
説
明
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、今
後
、市
民
の
皆
様
、ま

た
、国
や
県
及
び
高
知
広
域
都
市

計
画
区
域
を
形
成
し
て
い
る
他
市

町
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を
踏
ま
え
、

南
国
市
都
市
計
画
法
施
行
条
例
の

制
定
に
向
け
ま
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

開
発
許
可
権
限
移
譲

各
意
見
を
踏
ま
え
条
例
制
定
へ

　
中
学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
完
了
し
、

今
議
会
に
設
置
に
関
す
る
条
例
を

上
程
し
て
い
ま
す
。現
在
は
、受
配

校
の
改
築
工
事
を
進
め
て
い
ま
す

が
、今
後
、委
託
事
業
者
と
の
契
約
、

市
民
へ
の
広
報
活
動
や
内
覧
会
等

も
行
い
、11
月
中
に
試
行
、12
月
か

ら
の
完
全
実
施
に
向
け
て
、準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー

中
学
校
給
食
12
月
か
ら
実
施

 

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク・パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
、

高
知
県
が
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
し
て

い
ま
す
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
の
交
流
計

画
の
中
に
、本
市
に
関
連
す
る
事
業

が
あ
る
こ
と
を
受
け
、県
と
連
携
し

て
同
国
と
の
交
流
や
事
前
合
宿
誘

致
を
推
進
す
る
た
め
に
、第
４
次
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
申
請
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、７
月
７
日
付
け
で
登
録

さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
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幅
な
減
と
な
って
い
ま
す
。

　
今
後
の
財
政
見
通
し
は
、景
気

回
復
の
状
況
や
一億
総
活
躍
社
会
の

実
現
に
向
け
て
の
取
組
、ま
た
、働

き
方
改
革
が
地
方
財
政
に
与
え
る

影
響
な
ど
、予
測
が
難
し
い
と
こ
ろ

で
す
が
、行
政
改
革
大
綱
や
中
期

財
政
収
支
ビ
ジ
ョン
な
ど
に
基
づ
き
、

健
全
な
財
政
運
営
の
確
立
に
努
め

ま
す
。

施政方針施政方針施政方針　
徴
収
率
は
、97.06
パ
ー
セ
ン
ト
で
前

年
度
よ
り
0.56
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い

ま
す
。こ
の
う
ち
、現
年
度
課
税
徴

収
率
は
98.99
パ
ー
セ
ン
ト
で
前
年
度
を

0.22
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、滞
納
繰
越
徴

収
率
に
お
い
て
も
南
国・香
南・香
美

租
税
債
権
管
理
機
構
等
と
の
連
携

に
よ
り
前
年
度
を
3.11
ポ
イ
ン
ト
上

回
る
40.19
パ
ー
セ
ン
ト
の
成
果
が
上
が

って
い
ま
す
。

た
こ
と
か
ら
、国
保
財
政
調
整
基
金

を
１
千
962
万
１
千
円
取
り
崩
し
、基

金
残
高
は
７
千
930
万
２
千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。平
成
30
年
度
か
ら
の

国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
に
滞
り

な
く
移
行
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

平山新市長の所信表明
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